
（別紙３）

～ 令和8年　3月　31日

（対象者数） 37名 （回答者数） 30名

～ 令和8年　3月　31日

（対象者数） 12名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・視覚提示・構造化をさらに取り入れていく。

2

・内容が漫然化しないように、ミーティングなどでの内容の

話し合いやSNSの勉強会に参加していく。

3

・情報が流れた当日に休みのスタッフでも、次回出勤時に内

容が確認できるように支援前のミーティングでの共有のみで

はなく、文章に残して共有する仕組みを採用している。

・保護者とのやり取りは文章だけでなく電話や面談の場で面

と向かって行うように心がけている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域に「放課後等デイサービス」があることをもっと広く

知ってもらい、地域を巻き込んだイベントや講演会等を予定

2

・保護者の方々が参加しやすい保護者同士の交流を目的とし

たイベントのの聞き取りと開催を予定。

・実施に向けてきょうだいのいるご家庭に聞き取りを実施。

意向にあう内容のイベントを予定。

3

・事前に開催の周知や、予定内容を発信。

・実施の様子をSNSだけではなく、事業所内のお便り等も検

討し認知をしてもらう。

○事業所名 ぱすてる

○保護者評価実施期間
令和8年　3月　16日

○保護者評価有効回答数

令和8年　3月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　4月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その

他必要な訓練が行われていますか。

・災害発生を想定した避難や救出の訓練は定期的に行っている

が、その様子の発信がSNSや事業所内の写真共有のみになって

いる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会がありますか。

・同法人内、他法人の放課後等デイサービスとの交流や合同イ

ベントは実施している。だが放課後児童クラブや児童館の子ど

もたちとの交流はない。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者

同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされてい

るか。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょ

うだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支

援がされていますか。

・定期的に事業所説明会や相談会や、テーマを扱った講演会な

どを実施してきた。だが保護者交流のみを目的としたイベント

やきょうだい向けのイベントは開催できていない。

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になって

いると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じ

て、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされてい

ると思いますか。

・個別スケジュールを基本に一日を過ごすうえで必要な情報を

分かりやすく伝える工夫を行っている。

・特性に合わせて集中して過ごせるように個別ブースの作成を

している。

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこども

や保護者に対して発信されていますか。

・週一回、SNSで取り組みや様子の発信を行っている。

・行事予定等は前もって周知を行い、当日も発信を行ってい

る。

事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 ・送迎の際は保護者と必ず本日の様子の引継ぎや保護者からの

聞き取りを行う。またその時の内容は事業所内のシステムによ

り他スタッフへもれなく共有されるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


